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東日本大震災復興支援事業「青空教室」（6月・9月・11月） 

東日本大震災復興支援事業「炊き出し交流会」（5月～平成25年3月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月16日） 

茨城県竜巻災害義援金の受付（5月8日～7月31日） 

栃木県竜巻災害義援金の受付（5月10日～7月31日） 

平成24年7月大分県大雨災害義援金の受付（7月5日～8月31日） 

H24.7.12熊本広域大水害義援金の受付（7月13日～9月30日） 

平成24年7月福岡県豪雨災害義援金の受付（7月20日～8月31日） 

平成24年8月京都府南部豪雨災害義援金の受付（8月20日～10月31日） 

シエラレオネコレラ予防救援金の受付（8月27日～11月30日） 

「第12回赤十字ふれあいフェスティバル」を八幡平市さくら公園で開催（9月16日） 

シリア人道危機救援金の受付（10月3日～） 

平成24年鹿児島県奄美地方台風災害義援金の受付（10月22日～12月31日） 

フィリピン南部台風救援金の受付（12月19日～平成25年3月18日） 

東日本大震災復興支援事業「ノルディックウォーキングとこころのケア」（平成25年4月～継続） 

東日本大震災復興支援事業「ふれあい炊き出し交流会」（平成25年4月～平成26年3月） 

東日本大震災復興支援事業「被災地の赤十字講習普及とこころのケア」（平成25年4月～平

成26年3月） 

岩手県赤十字血液センター奥州供給出張所業務開始（5月） 

「第13回赤十字ふれあいフェスティバル」開催 盛岡市イオンモール盛岡 （5月26日） 

「赤十字150年写真展」地方巡回展をいわて県民情報交流センターで開催(7月26日～28日) 

東日本大震災復興支援事業「盛岡赤十字病院職場体験」（7月30日） 

大雨災害に伴い盛岡市、花巻市、矢巾町、紫波町へ救援物資配送（8月9日～10日） 

岩手県平成25年豪雨・大雨災害義援金の受付（8月14日～9月30日） 

東日本大震災復興支援事業「赤十字キャリア教育支援」（8月28日） 

台風18号に伴う大雨災害により盛岡市へ救援物資配送（9月16日） 

2013年フィリピン台風救援金の受付（11月11日～2月28日） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月12日） 

東日本大震災復興支援事業「ノルディックウォーキングとこころのケア」（平成26年4月～継続） 

東日本大震災復興支援事業「赤十字奉仕団ふれあい交流会」（平成26年4月～平成27年3月） 

日赤岩手乳児院盛岡市三本柳へ移転新築（4月） 

盛岡市林野火災に伴い盛岡市玉山区総合福祉センターへ救援物資配送（4月28日） 

「第14回赤十字ふれあいフェスティバル」開催。 盛岡市イオンモール盛岡（5月18日） 

2014年バルカン半島洪水救援金の受付（6月9日～9月30日） 

東日本大震災復興支援事業「ＪＲＣ赤十字ふれあいコンサート」（6月30日） 

イラク人道危機救援金の受付（7月7日～9月30日） 

7.9南木曽町豪雨災害義援金の受付（7月16日～3月31日） 

東日本大震災復興支援事業「サマーキャンプ2014ｉｎいわて」（7月29日～31日） 

ガザ人道危機救援金の受付（7月31日～1月30日） 

東日本大震災復興支援事業「盛岡赤十字病院職場体験」（8月5日） 

2014年中国雲南地震救援金の受付（8月8日～10月31日） 

2014年西アフリカエボラ出血熱救援金の受付（8月14日～平成27年5月29日） 

平成26年広島県大雨災害義援金の受付（8月22日～12月26日） 

平成26年8月京都府豪雨災害義援金の受付（8月25日～3月31日） 
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平成26年8月丹波市豪雨災害義援金の受付（8月25日～3月31日） 

平成26年徳島県台風11号・12号災害義援金の受付（8月27日～10月31日） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月14日） 

長野県神城断層地震災害義援金の受付（11月27日～平成27年9月30日） 

防災教育プログラムパイロット事業実施（1月24日） 

防災ボランティア養成研修開催（2月6日） 

日本赤十字社岩手県支部盛岡市三本柳へ移転新築（新社屋落成式2月20日、新社屋業務

開始3月1日） 

2015年南太平洋サイクロン救援金の受付（3月18日～平成27年5月29日） 

中東人道危機救援金（平成27年4月1日～平成31年3月31日） 

東日本大震災復興支援事業「ノルディックウォーキングとこころのケア」（平成27年4月～継続） 

東日本大震災復興支援事業「赤十字奉仕団ふれあい交流会」（平成27年4月～平成28年3月） 

2015年ネパール地震救援金（4月27日～7月31日） 

「第15回赤十字ふれあいフェスティバル」開催。 盛岡市イオンモール盛岡 （5/28） 

屋久島町口永良部島新岳噴火災害義援金（6月2日～12月25日） 

東日本大震災復興支援事業「サマーキャンプ2015ｉｎいわて」（7月29日～31日） 

東日本大震災復興支援事業「盛岡赤十字病院職場体験」（8月4日） 

日本赤十字社岩手県支部防災ボランティア養成研修（8月27日） 

東日本大震災復興支援事業「赤十字ふれあいコンサート」（8月30日） 

平成27年台風第18号等大雨災害義援金（9月11日～12月31日） 

平成27年台風第21号与那国町災害義援金（10月6日～12月31日） 

東ティモール赤十字社救急法等普及支援事業支部職員派遣（10月17日～25日） 

防災教育プログラムパイロット事業実施（10月24日） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月4日） 

カンボジア赤十字社救急法普及支援事業支部救急法ボランティア指導員派遣（11月6日～

15日） 

日本赤十字社岩手県支部防災ボランティア養成研修（1月26日） 

2016年台湾地震救援金（2月8日～3月15日） 

東日本大震災復興支援事業「ノルディックウォーキングとこころのケア」（平成28年4月～継続） 

東日本大震災復興支援事業「赤十字奉仕団ふれあい交流会」（平成28年4月～平成29年3月） 

熊本地震災害発生（4月14日） 

平成28年熊本地震災害義援金（４月15日～令和２年３月31日） 

岩手県支部第1救護班（7名）を現地に派遣（4月19日～24日） 

2016年エクアドル地震救援金（4月20日～7月29日） 

盛岡赤十字病院医師1名を熊本赤十字病院支援に1名派遣（4月25日～5月１日） 

盛岡赤十字病院看護師1名を熊本赤十字病院支援に1名派遣（4月29日～5月5日） 

岩手県支部第2救護班（7名）を現地に派遣（5月1日～6日） 

「第16回赤十字ふれあいフェスティバル」開催。 盛岡市イオンモール盛岡 （5/22） 

盛岡赤十字病院看護師1名を熊本地震被災者健康支援事業に2名派遣（7月15日～22日） 

東日本大震災復興支援事業「サマーキャンプ2016ｉｎいわて」（7月27日～29日） 

東日本大震災復興支援事業「盛岡赤十字病院職場体験」（8月9日） 

日本赤十字社岩手県支部防災ボランティア養成研修（8月19日） 

2016年イタリア中部地震救援金（8月30日～11月30日） 

台風10号災害発生（8月31日） 
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岩手県支部救護班6班（33名）を矢巾消防学校SCUに派遣（8月31日～9月2日） 

久慈市、宮古市、岩泉町、住田町に救援物資輸送（8月31日～9月6日） 

平成28年台風10号災害義援金 （9月5日～平成29年3月31日） 

日赤災害医療コーディネーター（6名）を岩泉町に派遣（9月6日、9日） 

第71回国民体育大会・第16回全国障害者スポーツ大会臨時救護に救護員（45名）を派遣（9

月25日～10月24日） 

2016年ハイチハリケーン救援金（10月9日～12月31日） 

平成28年鳥取県中部地震災害義援金（10月25日～平成29年3月31日） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月14日） 

平成28年新潟県糸魚川市大規模火災義援金（12月26日～平成29年6月30日） 

日本赤十字社定款の一部変更（4月1日） 年額2,000円以上の会費を納めるものを会員と定

め、会員を社法上の社員とした。 

日本大震災復興支援事業「ノルディックウォーキングとこころのケア」（平成29年4月～継続） 

東日本大震災復興支援事業「赤十字奉仕団ふれあい交流会」（平成29年4月～平成30年3月） 

釜石市林野火災に伴い釜石市立平田小学校避難所及び旧県立釜石商業高校体育館避難

所に救援物資配送（5月8日） 

「第17回赤十字ふれあいフェスティバル」開催。盛岡市イオンモール盛岡 （5/28） 

赤十字奉仕団岩手県支部委員会増沢委員長が赤十字奉仕団中央委員会委員長に就任（6

月1日） 

平成29年7月5日からの大雨災害義援金（7月7日～平成30年9月28日） 

秋田県大雨災害義援金（7月27日～8月31日） 

東日本大震災復興支援事業「盛岡赤十字病院職場体験」（8月8日） 

日本赤十字社岩手県支部防災ボランティア養成研修（8月29日） 

2017年南アジア水害救援金（9月4日～10月31日） 

平成29年台風第18号災害義援金（9月21日～平成30年3月30日） 

バングラデシュ南部避難民救援金（9月22日～令和２年3月31日） 

平成29年台風第21号災害義援金（10月31日～平成30年1月31日） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月7日） 

イラン・イラク地震の救援金（11月20日～12月25日） 

東日本大震災支援国赤十字・赤新月社会議（2月27日） 

東日本大震災復興支援事業「ノルディックウォーキングとこころのケア」（４月～平成31年３月） 

東日本大震災復興支援事業「赤十字奉仕団ふれあい交流会」（４月～平成31年３月） 

「第18回赤十字ふれあいフェスティバル」開催。 盛岡市イオンモール盛岡 （5/26） 

平成30年大阪府北部地震災害義援金（６月22日～９月28日） 

特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘：雫石町南畑へ新築移転 （落成式６月26日・業務開始７月１日） 

平成30年米原市竜巻災害義援金（７月６日～９月28日） 

平成30年７月豪雨災害義援金（７月10日～令和元年６月30日） 

東日本大震災復興支援事業「盛岡赤十字病院職場体験」（８月８日） 

平成30年７月豪雨災害発生に伴い、こころのケア班（４名）を広島県呉市に派遣。（８月９日～

８月16日） 

2018年インドネシア・ロンボク島地震救援金（８月22日～11月30日） 

北海道胆振東部地震発生に伴い、盛岡赤十字病院DMAT班、救護班２班、こころのケア班１

班、こころのケア調整班１班を現地に派遣。（９月６日～10月１日） 

平成30年北海道胆振東部地震災害義援金（９月11日～令和元年９月30日） 
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2018年インドネシア・スラウェシ島地震義援金（10月３日～11月30日） 

岩手県赤十字大会（岩手県支部創立130周年・同有功会連合会結成30周年記念）（11月２日） 

赤十字レッドライトアッププロジェクト初参加 盛岡城跡公園の石垣の一部を赤くライトアップ。

（5/８～5/31） 

「第19回赤十字ふれあいフェスティバル」開催。 盛岡市イオンモール盛岡 （5/11） 

ラグビーワールドカップ2019釜石開催に係る岩手県国民保護共同訓練を７月11日に実施、

その後、７月27日のテストマッチ日本対フィジー戦、９月25日のウルグアイ対フィジー戦にて

テロ災害等に備え救護班を派遣。 

東日本大震災被災地支援事業「赤十字奉仕団ふれあい交流会」開催 （７/13～12/17まで 

のべ13回） 

令和元年８月豪雨災害義援金。（９月２日～２月28日） 

令和元年台風第15号千葉県災害義援金。（９月18日～12月30日） 

令和元年台風第15号東京都義援金。（9月30日～11月30日） 

令和元年東日本台風（台風第19号）災害発生。（10月12日） 

被災した市町村に救援物資配送。（10月13日～11月8日） 

宮城県丸森町に岩手県支部救護班１班（７名）を派遣。（10月16日～10月19日） 

宮城県支部支援のため岩手県支部職員２名を派遣。（10月19日～10月23日） 

ボランティアセンターを開設し、沿岸被災地に防災ボランティア等26名を派遣。（10月18日～

11月17日） 

令和元年東日本台風（台風第19号）災害義援金。（10月16日～３月31日） 

※12月下旬 新型コロナウイルスが中国湖北省武漢市で発生し、全世界に感染拡大した。 

日本にも2020年1月に初の感染者が確認され、全国に拡大している。 

２月末 今年度の救急法等の講習を全て中止とした。 

コロナウイルス感染症対応（ダイヤモンドプリンセス号の乗船者（ＰＣＲ陰性２週間隔離対象

者）の健康管理のため、税務大学校へ救護班（医師１名・看護師長１名・看護師１名・薬剤師１

名）を派遣（２月28日～３月１日） 

３月３日～４日開催予定の赤十字奉仕団委員長・事務担当者会議を中止とした。 
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※日本赤十字社企業年金基金の実施事業所数・加入者数及び日本赤十字社健康保険組合の設立事業所数・加入者数は
 令和元年12月末日現在。

支部

学校法人日本赤十字学園

日本赤十字社厚生年金基金

日本赤十字社健康保険組合

短期大学1カ所
日本赤十字国際人道研究センター1カ所

障害者支援施設1カ所

補装具制作施設1カ所

視聴覚障害者情報提供施設2カ所

特別養護老人ホーム8カ所

医療型障害児入所施設3カ所

血液センター47カ所

軽費老人ホーム（ケアハウス）1カ所

看護大学6カ所（7看護学部）・大学院6カ所

設立事業所数168カ所（加入員数66,417人）

設立事業所数142カ所（加入員数90,692人）

血液事業施設

社会福祉施設

地域包括支援センター6カ所

ブロック血液センター7カ所

社会福祉施設

産院1カ所

診療所3カ所

健康管理センター2カ所

介護老人保健施設6ケ所

看護専門学校14カ所

事業所15カ所
出張所157カ所

乳児院7カ所

保育所3カ所

児童養護施設1カ所

医療施設等
助産師学校1カ所

病院1カ所

乳児院1カ所

医療施設等

日本赤十字社組織機構図
（令和２年４月１日現在）

幹部看護師研修センター1カ所

病院88カ所 訪問看護ステーション45カ所

社⻑・副社⻑・理事・監事

本社

理事会・常任理事会

代議員・代議員会

評議員・評議員会

社員（会員）

訪問看護ステーション1カ所

複合型施設（特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・
      障害者支援施設・高齢者グループホーム1カ所）

血液事業施設

社会福祉施設
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用用    語語    解解    説説  

                                                     

 （令和 2 年 4 月 1 日現在） 

 

代代議議員員会会  

本社における議決機関。各支部の会員の中から選出された 223 人の代議員で構成されている。 

 

評評議議員員会会  

支部における審議機関。各地区・分区の会員の中から選出された 32 人の評議員で構成されている。 

 

会会員員・・協協力力会会員員  

赤十字の理念や活動にご賛同いただき、毎年継続して 2,000 円以上（会費という）ご支援いただける方を

「会員」、 500 円以上 2,000 円未満（会費という）のご支援をいただける方を「協力会員」と呼んでいます。

個人・法人を問わず、どなたでも「会員」、「協力会員」になることができます。 

 

有有功功章章  

多額の会費を納めた個人・法人又は団体及び赤十字の業務について特別な功労があった個人・法人又

は団体に対し、日本赤十字社有功章等贈与規則に基づき贈られる表彰。銀色（ぎんしょく）と金色（きんしょ

く）があり、金色有功章は最高の栄誉章とされている。 

 

有有功功会会  

 日本赤十字社の社旨に賛同し多額の金品を拠出し、あるいは功労により有功章を贈られた会員で構成

する任意団体。 

 

赤赤十十字字奉奉仕仕団団  

赤十字の使命とする人道的な諸活動を実践しようとする人々によって結成されたボランティア組織。 

 

青青少少年年赤赤十十字字（（JJuunniioorr  RReedd  CCrroossss  ：：  JJRRCC））  

将来を担う青少年が赤十字を正しく理解し、日常生活の中で望ましい人格と精神を自ら作り上げることを

目的とした事業。 

RCY（Red Cross Youth ： 青年赤十字）とともに世界共通。 

 

リリーーダダーーシシッッププ・・トトレレーーニニンンググセセンンタターー  

合宿生活を通じ、青少年赤十字精神と奉仕活動を学ぶリーダー養成研修会。 

 

国国際際赤赤十十字字  

赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社・赤新月社の総称。 
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赤赤十十字字国国際際委委員員会会（（IInntteerrnnaattiioonnaall  CCoommmmiitttteeee  ooff  tthhee  RReedd  CCrroossss  ::  IICCRRCC））  

戦時救護事業の中心機関で、中立を保つことができるよう委員は永世中立国のスイス人で構成されてい

る。ジュネーブに本部を置く。 

 

国国際際赤赤十十字字・・赤赤新新月月社社連連盟盟（（IInntteerrnnaattiioonnaall  FFeeddeerraattiioonn  ooff  RReedd  CCrroossss  aanndd  RReedd  CCrreesscceenntt  SSoocciieettiieess  ::  IIFFRRCC））  

平時における赤十字事業の中心となる各国赤十字社の国際的連合体。最高議決機関は通常 2 年ごとに

開催される総会。本社在地ジュネーブ。 

 

各各国国赤赤十十字字社社・・赤赤新新月月社社  

各々の国における人道的事業の実施機関。使用する標章の違いから、赤十字社と赤新月社の 2 種の呼

称があるが、権利・義務、役割等は全く同じ。令和 2 年 1 月 1 日現在で 192 社。 

 

赤赤十十字字・・赤赤新新月月国国際際会会議議  

国際赤十字・赤新月運動の最高議決機関。赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国の赤

十字社及びジュネーブ条約加入国政府の代表によって構成され、原則として 4 年ごとに開催される。それ

ぞれの国の赤十字社代表と政府代表等が一票ずつの投票権をもっている。 

 

ジジュュネネーーブブ条条約約  

赤十字の目的を達成するには国家間の取り決めが必要で、戦場で負傷した兵士を敵、味方の区別なく

救助することとし、救助する人たちの活動の安全保障をするために 1864 年成立した条約。赤十字条約とも

国際人道法ともいわれる。 
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